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次世代グローバルエグゼクティブの必要人数

どのようなアセスメントが
どのような階層の人に必要なのか

対象の階層の設定と必要人数の算定

知識スキルより内面の
ソフトコンピテンシーの必要性

Workplace
Big Five

Leadership の素養

Kozai Global
Competency Model

人数分の
結果レポート

・各次世代リーダーの

　強み・弱みと課題の把握

・目標設定

・組織としての強み・課題把握

・後継者育成プラン提示

次世代人材育成戦略策定

エグゼクティブの
具体的な

業務実施プラン

今後求められる
グローバル
コンピテンシー

アセスメント実施



GCI とWorkplace
Big Five 実施
（1回目）

GCI とWorkplace
Big Five 実施
（2回目）

コーチング実施
（1回目）

コーチング実施
（2回目）

成果確認
（ギャップ分析）

ワークショップ
研修実施

（コアマインド研修）
（リーダーシップ研修）

（教養研修）
（経営系研修）

課題設定（公私面）

事業内容

グローバルタレントの育成
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・リーダー開発に世界各地のシニアレベルの人材を選出し、

  次世代リーダーを育成

・企業としてグローバル人材の母数を増加させることが急務

企業情報

・次世代リーダーにアセスメントとコーチングを軸とした

  １年間のプログラムを通じて、マネジメントとしての自覚

  と自信をつけさせ、彼らの伸び白を大きくする
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グローバルタレントの育成パスモデル
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・グローバルビジネスにおいて実績を残すことのできる人材の要素とは何か？　現在多くの研究結果により、個々のヒューマンスキルが重要であることが判明して

いる。にもかかわらず、 これまでの企業の取り組みは、業務実績に対して即効的なビジネス専門スキルの習得に焦点をあてているのが現実である。

・多くの海外業務における諸問題が、社員の思考構造の違いや社会・文化的側面の違いが原因で発生しているという事実から、人間のグローバルコンピテンシーと
社会文化面の対応スキルを向上させることが重要である。

・以下はそれらの関係性を示すモデルであるが、これらの能力を測定し向上させることにより、マネジメント能力だけでなくテクニカルスキルや組織対応能力の向
上にもつながることが、先行研究により実証されている。

・生まれ育った環境や文化・背景により形成

された自己の価値観

・異文化対応能力に影響

社会文化環境側面

仕事、適応力、現地人との

交流など

個人の経験

組織制度、対応、人事制度、

ビジネスフォーカスなど

組織環境側面

・神経質の度合

・外向特性

・オープン度

・合意形成度

・自己認識度

測定指標

・40 ～ 60%は生まれつき保有

・リーダーおよびマネジャー（組織力・人間力）

としての素養に影響する

パーソナリティ（人間の特質）

・認知・知覚側面

・人間関係側面

・自己管理側面

測定指標

・パーソナリティーとの相関によって仕事や

マネジメントのスタイルに影響を及ぼす

・グローバル環境下で必要とされる能力

グローバルコンピテンシー

IAP アセスメント

LPI 360 度アセスメント
ICEBREAKER

The Big Five アセスメント GCI/IES アセスメント

仕事のスタイル
モチベーション
レベル

テクニカルスキル
組織対応能力

マネジメントの
スタイル

グローバルビジネス
における業績

相関

Business Domains


